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内容：

20世紀日本の文学を対象に、近現代の文化史的視野から、その
特質や価値は何かについて研究しています。

20世紀は、地球的な規模で、人・物・カネ・知識が流通し交流・闘
争するようになった時代です。政治や経済はもちろん、さまざまな
文化がグローバルに伝わるとともに、伝わった先で変容しながら新

たな文化を生み出すようになりました。

日本では「西洋化」としての「近代化」が進められ、文学も旧来の
古典や戯作以上に西洋の小説や詩、文学に対する評価基準が受
容されて近代文学が産み出されてきました。「小説」ジャンルを中
心に、現在進行中の社会の話題をリアルに生き生きと描き出す、
他方では憧憬や幻想を孕んだ空想世界を描き出すなど、雑駁多
様な作品が創作されるようになりました。新聞・雑誌・書籍といった
メディアが拡大するとともに「文学」の受容層も大衆化しました。こ
うした近現代社会のなかで、どのような「文学」が、どのように書か
れてきたか。20世紀日本の社会的歴史的な背景をふまえて「文
学」という文化現象のもった特質や価値について研究しています。

アピールポイント：

グローバルな文化史的動向との関わりで、メディアや交通、写真
や映画などとの関連も視野に研究しています。

図解

三島由紀夫の創作手法を写真・映画
との関わりから考究しました。

新聞掲載した一般向け記事「日本の文
学と映画に描かれた人力車」他が収録
された共著が出版されました。


